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関東森林管理局

管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

群馬県前橋市岩神町４丁目１６番２５号

７１０万ha
うち森林面積   ４０７万ha
うち国有林面積 １１９万ha

１都１０県
福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、静岡県

関東森林管理局は、1 都１０県に所在する約１１９万 ha の

国有林を管理経営しています。管内の国有林の多くは本州中

央部の山岳地帯に位置し、利根川、信濃川、阿賀野川、阿武

隈川、那珂川などの源流域を有しており、首都圏をはじめと

する大都市の「水がめ」として、良質な水を供給する重要な

役割を果たしています。また、管内の国有林の約 4 割が自

然公園区域に指定されており、日光、尾瀬、上信越高原、富

士箱根伊豆、小笠原など多くの国立公園が存在しています。

富士山をはじめ、日本を代表する山岳景観や豊かな森林生態

系に恵まれ、自然環境の保全と国民の保健休養の場として広

く活用されています。

国有林野事業の取組

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
用
い
た
調
査
は
、
従
来

の
人
力
に
よ
る
痕
跡
調
査
法
※
１

や
ラ
イ
ン
ト
ラ

ン
セ
ク
ト
法
※
２

な
ど
と
比
較
し
て
、
調
査
員
の

習
熟
度
に
依
存
せ
ず
安
定
し
た
調
査
結
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
や
、
夜
間
を
含
む
長
期
間
の
調
査
が

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

生
息
密
度
の
推
計
に
は
入
手
が
困
難
な
動
物
の

平
均
的
な
移
動
速
度
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
米
国

で
開
発
さ
れ
た
の
が
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
で

す
。
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
は
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能
※
３
を
用
い
て
一
定
間
隔
で
撮
影
を
行
い
、

大
量
の
撮
影
画
像
の
中
か
ら
動
物
が
写
っ
て
い

る
画
像
を
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
で
自
動
抽
出
し
た
上
で
、

撮
影
頭
数
と
撮
影
面
積
の
比
か
ら
生
息
密
度
を

計
算
す
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
手
法
は
、
動
物
の
移
動
速
度
デ
ー
タ
が

不
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能
を
用
い
る
こ
と
で
カ
メ
ラ
の
感
知
性
能

や
誤
作
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
、

撮
影
後
速
や
か
に
生
息
密
度
の
計
算
が
可
能
で

あ
る
こ
と
等
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

※
１　

動
物
が
残
し
た
痕
跡
（
足
跡
、糞
、食
痕
、毛
、

　
　

角
擦
り
跡
な
ど
）
か
ら
生
息
状
況
や
行
動
を
把

　
　

握
す
る
調
査
方
法

※
２　

調
査
区
域
内
に
設
定
し
た
直
線
（
ト
ラ
ン
セ

　
　

ク
ト
）
に
沿
っ
て
移
動
し
な
が
ら
、
生
物
の
個

　
　

体
数
や
出
現
状
況
を
記
録
す
る
方
法

※
３　

設
定
し
た
時
間
間
隔
ご
と
に
自
動
で
撮
影
を

　
　

行
う
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
の
機
能

瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に

つ
い
て

瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
よ
る

野
生
動
物
の
生
息
密
度
調
査
に
つ
い
て

関
東
森
林
管
理
局　

保
全
課

国有林野

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

生
息
密
度
の
推
計
に
は
入
手
が
困
難
な
動
物
の

生
息
密
度
の
推
計
に
は
入
手
が
困
難
な
動
物
の

平
均
的
な
移
動
速
度
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
と

平
均
的
な
移
動
速
度
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
米
国

で
開
発
さ
れ
た
の
が
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
で

す
。
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
は
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能

大
量
の
撮
影
画
像
の
中
か
ら
動
物
が
写
っ
て
い

る
画
像
を
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
で
自
動
抽
出
し
た
上
で
、

撮
影
頭
数
と
撮
影
面
積
の
比
か
ら
生
息
密
度
を

計
算
す
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
手
法
は
、
動
物
の
移
動
速
度
デ
ー
タ
が

不
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能
を
用
い
る
こ
と
で
カ
メ
ラ
の
感
知
性
能

や
誤
作
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
、

撮
影
後
速
や
か
に
生
息
密
度
の
計
算
が
可
能
で

あ
る
こ
と
等
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

※
１　

動
物
が
残
し
た
痕
跡
（
足
跡
、糞
、食
痕
、毛
、

　
　

角
擦
り
跡
な

瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に

つ
い
て

※ 島諸部については誌面の都合により割愛しています

な　か

　

近
年
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
と
い
う
。）

を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
に
よ
る
森
林
被
害
が

全
国
的
に
深
刻
化
し
て
お
り
、
人
間
と
の
軋
轢
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
野
生
動
物
の
生
息
密
度
や
増

減
傾
向
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
人
力
に
よ
る
調
査
は
多

大
な
労
力
を
要
す
る
上
に
、
観
測
誤
差
が
大
き
い

た
め
、
作
業
の
省
力
化
及
び
精
度
の
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
局
で
は
、（
国
研
）森
林
総
合
研
究
所
と
の「
シ

カ
被
害
対
策
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
令
和

６
（
２
０
２
４
）
年
か
ら
、
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
を
用
い
た
新
た
な
手
法
に
よ
る
生
息
密
度
の
調

査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
じ
め
に
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令
和
７
年
度
に
実
施
し
た

調
査
に
つ
い
て

　

調
査
の
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、

カ
モ
シ
カ
、
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
多
様
な
野
生
動
物
が

記
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
シ
カ
は
ほ
ぼ

全
て
の
調
査
地
で
記
録
さ
れ
、
撮
影
数
も
他
の
獣

種
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
（
写
真
２
）。
瞬
間
サ
ン
プ
リ

ン
グ
法
に
よ
り
推
定
さ
れ
た
シ
カ
の
生
息

密
度
は
、
最
も
高
い
地
域
で
21
・
１
頭
／

㎢
、
最
も
低
い
地
域
で
０
・
３
頭
／
㎢
と
、

地
域
差
が
大
き
く
、
シ
カ
が
記
録
さ
れ
な

い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
イ
ノ
シ
シ

　

令
和
７（
２
０
２
５
）
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
当
局
管
内
の
森
林
管
理
署
等
10
署
で
瞬
間
サ

ン
プ
リ
ン
グ
法
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
動
物
の
移
動
状
況
を
客
観
的
に
評
価

す
る
た
め
、
約
１
㎢
の
調
査
区
ご
と
に
、
12
地

点
を
無
作
為
に
選
定
し
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
し
た
（
図
１
）。
カ
メ
ラ
は
地
上
約
１
ｍ

の
高
さ
に
水
平
に
設
置
し
、
５
分
間
隔
で
撮
影
を

行
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。
回
収
し
た
画
像
は
、Ａ

Ｉ
ソ
フ
ト（A

ddaxA
I

）に
よ
り
野
生
動
物
が
写
っ

た
も
の
を
抽
出
後
、
職
員
が
確
認
し
、
獣
種
の
同

定
お
よ
び
頭
数
の
記
録
を
行
い
ま
し
た
。

に
つ
い
て
は
最
大
４
・
５
頭
／
㎢
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
て

い
る
シ
カ
の
推
定
生
息
密
度
と
概
ね
同
じ
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
各
地
域
の
最
新
の
生
息
状
況
を
把

握
す
る
上
で
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
が
有
効
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
３
）。

図１

写真１写真２

お
わ
り
に

図３

※青枠についてＡＩが動物と判定し、信頼性が高いほど、
数値が高まる。この場合は、９８％動物と判定。

瞬間サンプリング法で推定された個体密度
※エラーバーは標準誤差を表す
※令和８年８月時点で解析が完了した地点について作成

出典：本州以南のニホンジカ密度分布図（令和４年度（２０２２年度）：中央値）
（環境省）

※令和８年８月時点で解析が完了した地点については密度を記載

お
わ
り
に

中央値中央値中央 ）
（環境省）

　

今
後
は
、
精
度
を
保
ち
つ
つ
労
力

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
メ
ラ

の
設
置
台
数
や
、
撮
影
間
隔
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
調

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
せ
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
局
所
的
な
生
息

密
度
を
速
や
か
に
推
計
で
き
る
瞬
間

サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
の
特
徴
を
活
か

し
、
生
息
密
度
推
計
と
捕
獲
に
よ
る

個
体
数
抑
制
効
果
と
の
相
関
や
、
野

生
動
物
の
生
息
密
度
と
森
林
被
害
と

の
関
係
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

図２
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